
第１回京丹波町総合計画審議会  

会議概要 

 

日 時  平成３０年５月２８日（月） 午後１時３０分～４時２０分 

場 所  京丹波町役場 議場 

欠 席  藤田委員、山内委員  

 

１ 開会 

 

２ 開会あいさつ 

   中西会長 

   太田町長 

 

３ 委員の交代及び部会編成について  

  ＜資料 1＞ 

  ※条例に基づく選出（推薦）団体の委員交代等に伴うもの。  

   ・公共的団体体役員または職員、学識を有するもの  

   ・新委員より自己紹介  

  ＜資料 4-2＞ 

  ※部会編成については、前任の委員と同じ部会に参加いただきたく、承認願う（全

員承認） 

  ※産業建設部会は、部会長が委員交代により不在であるので、後の部会で選出  

   ・部会委員の互選により、森田保委員を選出。  

  

４ 協議事項 

＜資料 3＞ 

  ※総合計画及び創生戦略の計画期間、推進体制の考え方等について、事務局より説

明。 

①「総合計画 基本構想・基本計画・実施計画」の期間等  

②「創生戦略・人口ビジョン」は、東京一極集中の是正や人口減少対策に特化。  

 

＜資料 5＞ 

※創生戦略事業について事務局より説明。 

①創生戦略事業（=実現方策例）については、毎年度事業進捗評価を行い、HP 等で公

表することが義務付け。 

②「京丹波町ホストタウン構想推進事業」の追加により、平成２９年６月１日付け

改正。 

③総合計画審議会の位置付け。地方創生推進有識者会議を兼ねることで、一体的な

事業評価や進捗管理を行う。  

④総合計画委員会は内部委員会として設置し、審議会への資料作成や、意見を踏ま



えた検討を行う。地方創生推進本部を兼ねる。 

 

 

＜資料 6-1・6-2＞ 

※京丹波町創生戦略 事業評価資料（平成 29 年度事業分）について説明 

  ①京丹波町創生戦略の付属資料として整理している創生戦略事業（=実現方策例）に

ついて、事業ごとに事業評価を取りまとめている。 

②今回の審議会においては各部会において、この事業評価資料に基づき審議いただ

く。いただいた意見については、評価資料の下段（外部委員会の評価欄）に記載。 

③前年度と同様、平成 30 年 6 月議会の各常任委員会に資料報告する予定。 

④部会での審議においては、戦略体系図（資料６－２）により色分けした部会の担

当事業を中心に、評価内容について意見徴集。担当事業以外の意見を出すことも

差し支えない。 

⑤一部の事業担当の所属長も出席しており、部会での質問について回答させていた

だく。 

    ⇒ 委員より特に質疑なし。 

 

５ 次回の審議会について（事務連絡等） 

※概ねの予定として、第二次京丹波町総合計画 ３０年度事業の評価を平成３０年

２月ごろにお世話になりたい。また、別途審議いただく事項が発生した場合は、

別途連絡する。 

 

６ 宗田アドバイザーあいさつ 

 

７ 閉会 

※全体会の終了あいさつ  山本副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


